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は じめ に

ウ ィ リア ム ・モ リス(WilliamMorris,1834-1896)と オ ッ クス フ ォー ドと は切 り離 す こ と

が で き な い 。 モ リス は1850年 代 半 ば にオ ッ ク ス フ ォー ド大 学 に学 び,そ こで 多 くの友 人 を え た。

な か で もエ ク セ タ ー 学 寮 の 同 級 生 で 後 の 画 家,エ ドワ ー ド ・バ ー ン=ジ ョー ン ズ(Edward

Burne-Jones,1833-1898)は 終 生 の 友 で あ っ た 。 も うひ と りの親 友 とな った 建 築 家,フ ィ リ

ップ ・ウ ェ ッ ブ(PhilipSpeakmanWebb,1831-1915)と 出 会 っ た の も オ ッ ク ス フ ォ ー ドの

建 築 事 務 所 で の こ とで あ る。 また モ リス は オ ッ ク ス フ ォー ドで一 必 ず し も幸 福 な 出 会 い で は な

か った の だ が 一 生 涯 の 伴 侶 を見 つ け,学 生 時 代 に住 ん だ 学 寮 の 目 と鼻 の 先 に あ る古 い聖 堂 で 結

婚 式 を挙 げ た。 モ リス は,詩 人 で あ った こ とは と もか く と して,工 芸 家 兼 デ ザ イ ナ ー とい うオ

ッ クス フ ォ ー ドの 卒 業 生 と して は稀 な職 業 を選 ん だ が,そ の 成 功 の 陰 に も多 か れ 少 な か れ オ ッ

ク ス フ ォ ー ドの 人 脈 と信 用 が あ っ た で あ ろ う こ とは 想 像 に難 くな い。 名 声 確 立 の 後,1877年 に

な る とモ リス は周 囲 か ら母 校 の詩 学 教授 ポ ス トへ の候 補 者 に推 され,1883年 に はエ ク セ タ ー 学

寮 の名 誉 フ ェ ロー に選 出 され た が,同 年 秋 の ユ ニ ヴ ァ ー シテ ィ ・カ レ ッジ ・ホ ール で の 講 演 で

は 自 ら社 会 主 義 者 で あ る こ とを初 め て 公 言 し,各 方 面 か らの 非 難 を浴 び も した 。 これ だ けの 例

で も十 分 な よ うに,モ リス の生 涯 とオ ック ス フ ォー ドと は善 か れ 悪 しか れ 切 り離 して 考 え る こ

とは で きな い 。
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それでは,オ ックスフォー ド入学以前に在学 していたパブリック ・スクールおよびその所在

地,モ ールバラとモリス との関わ りはどうなのだろう。モリス自身はウィーン出身の社会主義

者,ア ン ドレーアス ・ショイ(AndreasScheu,1844-1927)宛 ての1883年 の書簡のなかで次

のように回顧 している。 「私はモールバ ラ ・カレッジに入 りましたが,そ れは当時の新設校で

実に粗野な学校でした。学校での授業に関するかぎりでは,私 はそこではほとんど何も学ばな

かった といっても公正を欠 くことにはならない と思います。 というのは,実 際ほとん ど何 も教

えて もらわなかったか らです1)。」 また,モ リスがモールバ ラ ・カレッジ(以 下モールバラ校

と表記)に 入学したのは,い うまでもなくオ ックスフォー ド大学進学のためであ り,上 記の本

人による酷評に加え,そ の動機自体がモ リス研究者 にもモールバラを軽視 させる結果になった

と思われる。モ リスが記 しているように,そ れは当時の新設校で,同 じパブリック ・スクール

で も例 えばイー トン校 に学ぶのとはかなり趣 を異にする。モリスのモールバラ人脈 とで もいう

べ きものは,オ ックスフォー ドのそれ と比べるなら皆無に等しい。私 自身,モ ールバラおよび

その周辺のモリスの足跡を調査するために2度 モールバラ校を訪れているが,有 意義な学内史

料の発見や積極的な協力を同校 に期待するのは無理なようだ。最初の訪問では,受 付の女性が

モリスがそこに学んだ ことを知っているのにまず驚かされた。だが,そ ればか りか彼女はモ リ

スがモールバラ校を酷評 したことも知 っていたのである。2度 目の訪問の際には,同 校図書館

のモ リス在学当時の蔵書調査の希望 を予め書簡で伝 えておいたが,返 ってきたのは,当 時の記

録は見当た らず来訪 は徒労に帰すのではないか,と の丁重な断 りの手紙であった。

だが,既 に引用 したシ ョイ宛て書簡の続 きの部分では次のようにも述べている。「しか し,

同校の敷地は先史の遺跡が豊富に散在す る非常に美 しい田園のなかにありました。私は自ら熱

心 に,そ れらの探求 と何 らかの歴史 を有するその他すべての ものの研究 に着手 しました2)。」

また,続 いてモリスはモールバラ校図書館の優れた点 についても一言だけ触れている(そ れが

上記の蔵書調査の根拠であった)。 本論では,再 度の実地調査に基づ き,そ の西側に広がる田

園地帯に散在する先史の遺跡,中 世の聖堂,そ してモールバラ校 とその敷地な どをモリスの書

簡 を参考につなぎ含わせ,ひ とっのイメージを組み立てるという,む しろ同校の外側からのフ

ィール ド・ワーク的アプローチによって,モ リスにとってのモールバ ラの意義を再検討して行

きたい。

モールバラ校

ウィル トシャー北東部に位置するモールバラはノース ・ウェセックス ・ダウンズのなだ らか

な起伏のなかにある小 さな町である。ロン ドンからバースを経てブリス トルへ と至る主要幹線

A4上 にあるとはいえ,鉄 道路線か ら外れ,ブ リス トルか らさらにウェールズ南部の産業地帯
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へ と伸びる大動脈である高速道路M4か らも遠

く離れている。この地域のマーケット・タウン

と説明 されるが,モ ールバラ校が同地最大の施

設であ り産業で もあるかのような印象を与える

ほど静かな,産 業上の発展か ら取 り残された町

である。土地の人は 「モールバラ」 と,外 の人

は大概 「マールバラ」 と発音 しているようだ。

モールバラ校は1843年 に設立 された(図1)。

1830年 代か ら40年代 にかけての鉄道建設ブーム

図1モ ール バ ラ ・カ レッジ

開校以 前か らの建物Usss年 撮 影)

の時代に,ロ ンドンか ら西へ向かう鉄道 はレディングそしてモールバラの北のスウィンドンを

経てブ リス トルへ,さ らにコンウォール半島のプ リマスへと伸びようとしていた。 レディング

の手前,メ イ ドゥンヘ ッドとタプロウとのあいだのテムズ川に架けられた鉄橋の上 を蒸気機関

車に牽引 されて疾駆するグレー ト・ウェスタン鉄道の列車 を画家ターナーが描 く前年のことで

ある。 日本では 《雨,蒸 気,速 度 一 大西部鉄道》 として紹介されるあの有名な絵である。そ

の路線から南に外れていた とはいえ,鉄 道建設 はモールバラ校設立の大きな誘因であった。

モリスは創設から5年 後の1848年 の2月 にモールバ ラ校に入学 した。英国国教会の牧師,郷

紳,司 法官や弁護士 などを中心 とした一群の人々によって設立 された国教会系の学校であった

が,モ リスの父親は生前に同校への入学権利 を息子の教育のために購入 していた。当時 まだ13

歳の少年モ リスは 「エセ ックス州ウッドフォー ド・ホールのモリス夫人の息子,ウ ィリアム ・

モリス,14歳 」 として登録 されている。同年の入学者は109名 で,全 学年あわせて500名 を越 え

る全寮制の男子校であった。開設年の入学者が199名 で,そ の後 しばらく施設の拡充は進まな

かった とされるか ら,創 設期の相当な混乱の時代にモリスはモールバラでの生活を送 ったこと

になる3)。寄宿舎は陰欝で,校 内暴力などは日常茶飯事の学校生活であった。四半世紀後にモ

ールバ ラ校 に学んだバーン=ジ ョーンズの息子フィリップへ宛てた1874年12月 のモリスの手紙

の内容か らも,そ れはほぼ間違いない4)。現在 では定評のあるパブリック ・スクールのいくつ

かは20世紀初頭 までこのような状態であった らしい。モールバラ校では杜撰な管理などのため

に1851年 の11月 についに全学的な反抗運動が起 こり,モ リスはク リスマス休暇 を機に学校を去

った。

このようなモールバラでモ リスが もっとも大 きな喜びを見い出した対象は,現 存する書簡類

の記述から判断すれば,そ の学内にではなく学外にあった。 それはよほど新鮮で印象的な体験

だったようで,30数 年後 に書いたショイ宛ての手紙のなかで も忘れずに触れているほどである。

その内容は在学2年 目のモ リスがモールバラからウォルサムス トウの実家に住む最愛の姉エマ
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へ送 った1849年4月13日 付の手紙にもっとも詳 しく述べられている。以下にその手紙の中心的

な部分 をまず引用し,順 次その内容を確認しなが ら本論を進めて行 くことにする。傍点部分は

モ リス自身の強調,()内 は本論筆者の補足である。

「…… 月曜 日に私はシルベ リ ・ヒルに行 ってきました。以前 に話 した ことがあると思いま

すが,ブ リトン人が築いた人工の丘です。で も,最 初 はドルイ ド教の環状列石 とローマ時代の

塹壕が町を輪状 に取 り囲むエイベ リというところを訪れたのです。元来それらの石は次のよう

に配 されていた と考えられています。最初に大 きな円環が,続 いてより小 さな円環がその内側

に,さ らにその中央に祭壇用にもうひ とつが配 された と。実際の ところは,石 の大部分 は取 り

去 られてしまってお り,私 にはどうなのかわか りませんで した。火曜 日の朝にそうだった と聞

か され,も う一度そこに行ってみたい と思い,実 際に出かけ,そ してそれらが どのように築か

れたのかを理解できました。目にす ることのできた最大の石 は地面か らおよそ16フ ィー トの高

さがあり,厚 みは約10フ ィー ト,幅 は12フ ィー トほどあったと思います。環状列石 と塹壕は半

マイルほどに広がっていました。エイベ リでは非常に古い聖堂も見 ました。その塔は実際に極

めて美 しく,塔 上には装飾式の四つの尖塔が立ち,下 にはポーチがあって,そ の内側には繰形

のある美 しいノルマン風の入口があ りました。内陣は新 しく,モ ザイクで舗装されていました。

これを私は窓越しに見 ました。 というのは寺男の家が どこにあるのかを知 らず,当 然のことで

すが鍵を入手できなかったのです。教会のそばには美 しい牧師館があ りました。エイベ リの名

所 を約半時間かけて見た後で,私 たちはぬか るみの小道を通 って,ひ とつかふたつの水 に浸か

った牧野に入 り,そ して最後に,と はいっても決 してあなどれない土地の人がウォーター ・メ

ドウ(湿 地牧野)と 呼ぶところを膝 までつか って通って行 きました。 このような牧草地 はあな

たたちのところにはないか ら,ま だウォーター ・メドウがどんなのもか知 らないだろうと思い

ます。そこであなたに知って もらうために,そ こを横切ってゆくのがどんなに楽 しいことかを

、 述べましょう。まず最初 に心に描かねばならぬのは,無 数の小さな流れ,そ う,約4フ ィー ト

幅の流れが縦横に走っている原野です。牧草地 を所有する人々は好 きなときにこの水を流 した

りせき止めた りすることができて,一 年のこの時期には,ち ょうど草刈 りのために草地を干上

が らせるその直前なので,水 は流れています。草は非常に丈が高いので,野 原の土手にいる場

合 は別 として,水 に入 り,水 のなかをのたうつように進んでいくときにならなければ水がある

のがわか りません。そこを私たちが通 り抜けた ときには,運 よく泥沼ではありませんで した。

さもなければ腰まで泥水 に浸か っていたでしょう。 これでウォーター ・メ ドウがどんなのもか

多分あなたは想像できるだろうと思い ます。 この牧草地 をかき分 けて進んだ後 に,私 たちはシ

ルベ リ・ヒルに登 りました。 この丘 はそれほど高 くはないのですが,み んなで連れだって登 り

きるにはずいぶん長い時間がかかったに違いない と思います。私 はその場所の思い出の品 とし
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て白い蝸牛の抜 け殻を持ち帰 り,私 の紙入れに

そっとしまったのでした5>。」

シルペ リ・ヒル

15歳 になったばか りのモリスが姉への手紙で

語るシルベリ ・ヒルはモールバラか らA4を8

キロほど西へ行ったところにある人工の丘であ

る。いまなら自動車で5分 も走ると,南 イング

ラン ドのダウンズとしてはかなり樹木が成育 し

図2シ ルベ リ ・ヒル

先史 ヨー ロ ッパ最 大の人 工の丘

たモールバラ地域の西端部にあたるウォーデン ・ヒルの木々の緑が切れるあた りで,そ の頂上

部が平 らになった円錐形の特異な姿 を車のフロント・ガラスに現わす。方角によってはより丸

みのある,い わゆるお椀 を伏せた形に も見 える(図2)。 その高 さは約40メ ー トル。モ リスは

「それほど高 くはない」 と記 しているが,先 史時代のヨーロッパでもっとも高い現存構築物で

ある。底面 の直径は170メ ー トルにも及ぶ。現在 までにt一 リング調査 などにより,シ ルベ

リ・ヒルは約5メ ー トルの高さに積み上げられた中心部の砂礫 と土 と粘土の層を被 うように,

切 り出した白堊(チ ョーク)の ブロックを密に積み上げて階段状の円錐形 ピラミッドをつくり

その段部 を白堊 を砕いた割 りぐり石で埋めて表面をなだ らかに仕上げた構築物であることがわ

か っている6)。1776年の頂上か らの最初の試掘以来ボー リング調査は長 く行われていなかった

が,ま さにモリスがシルベ リ ・ヒルに登 った1849年 に側部か らの水平ボー リングが試み られて

いるのが興味深い。その建設の目的はいまだに不明だが,先 史時代の女神信仰や太陽崇拝など

と結び付けた諸説が唱えられている7)。

モ リスが語る 「ブリトン人」 というのは,一 般的にはグレー ト・ブリテン島南東部に住んで

いたケル ト系民族を指す。ケル ト自体,北 東ヨーロッパからブリテン諸島へ渡 ってきた民族で

あるから,紀 元前2700年 から2400年 ほどのあいだに建設 された という説が有力なシルベ リ ・ヒ

ルをブリトン人が築いたという説明は厳密なものではない。むしろ,先 史ブリテン人 というべ

き,あ るいはモ リスはその意味で使 った と考えるべきだ ろう。グレー ト・ブリテン島南東部 に

は紀元43年 に古代 ローマ軍が侵攻 し8),そ こ住んでいたブリトン人はその支配下に置かれた。

5世 紀にローマ人が去 ると,北 ヨーロッパからアングル人,サ クソン人などが侵入 し,ケ ル ト

系ブリトン人は西や北の辺境へ,つ まり現在のウェールズや 「角の形のウェールズ」を意味す

るコーンウォールへ,そ してスコットラン ドやアイルランドへ と逃れた。

モ リスの家は,中 世以来イギリスの支配階級 を形成するアングロ=サ クソン系ではな く,ウ

ェールズ系であった。モ リス自身そのウェールズ系の空想を好むロマンティックな気質 を十分
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に備えてお り,歴 史好 きの性格 も相 まって,自

分がウェールズ系つまりケル トの血 を引 くイギ

リス人であることを強 く意識 していただろうと

思われる。フィリップ ・ヘンダーソンはモリス

が既にモールバラ校時代か ら空想物語を次々と

頭のなかでつ くり始め,そ のためか,あ てどな

く歩 き回ったり独 り言をいった りするのを見て

他の生徒たちが彼を 「頭のおかしなウェールズ

人」だ と思 った と記 している9)。シルベ リ・ヒ

図3エ イヴペリ

環状列石の一部

ルやエイヴベ リの探索に見 られる先史時代のイギリスへのモリスの興味 は,自 己の探求 と重ね

合わされていたのであろう。

エイヴベ リの環状列石

モ リスが姉エマに 厂エイベ リAbury」 と書いたのは現在の 「エイヴベ リAvebury」 のこと

である。19世 紀以前の古文書や古地図には 「エイベリ」あるいは 「オーベリAubury」 として

の記載 も見 られるので,モ リスが間違 っていたわけではない。 そのエイヴベリはシルベ リ・ヒ

ルの北1.5キ ロほどのところにあ り,そ の大規模な環状列石によって知 られた小さな村である

(図3,4)。 モリスが 「町」 と記しているのはもちろん記憶違いなどではな く,エ イヴベ リ

は19世 紀後半に規模上 そのひとつのピークを迎 えていた。現在 は100名 ほ どの村の当時の人口

は300名 を越 えていた。

「ドルイ ド教」 というのはガ リアやブリテン島のケル ト民族のあいだで信仰 されていた宗教

だが,厂 ドルイ ド教の環状列石」 とい う説明は時代上厳密ではない。また,モ リスのいう 「ロ

ーマ時代の塹壕」が環状列石の外側を同心円状に取 り巻 く大 きな壕や土堤を意味しているとす

れば,そ れ も間違いである可能性が高い。現在では,エ イヴベ リの壕が掘 られたのは紀元前

2600年 か ら前2500年 のあいだ,列 石が立てられ始めたのは前2400年 頃 と推定 され,約30キ ロ南

にあるス トーンヘンジよりも古いと考 えられている。しか しながら,モ リスの推測が正 しいか

間違っているかは別 として,初 めてそこを訪れたその翌日に再訪する探究心の強さはモ リス特

有のものである。エイヴベ リの列石の多 くは,キ リス ト教の時代になると,そ の異教性 を恐れ

る村人によって焼かれ,砕 かれ,あ るいは埋められた りしてその原形を大きく崩 し,既 に17世

紀から一部の好古家や王侯貴族の興味の対象とはなっていた ものの,モ リスがそこを訪れたこ

ろまではあ らゆる想像を許すほどに手付かずの状態にあった。エイヴベ リの遺跡で,若 きモリ

スは少な くともイギ リスの歴史の重層性を身をもって,あ るいは想像的に,体 験 しているので
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あった。

セン ト・ジェイムズ聖堂

モ リスが 「非常に古い聖堂」 と述べているの

は,エ イヴベリの村の西部,環 状列石と壕のす

ぐ外側に現存するセント・ジェイムズ聖堂であ

る(図5)。 それ はモリスによるイギリス史の

重層性の緻密な観察のさまが もっともよ く伝わ

る部分である。手紙 に記された 「装飾式の四っ

の尖塔」も 「ポーチ」も,ほ ぼ当時の ままでい

まも残っている。その比較的新しいポーチの内

側には,モ リスが語っている通 り,繰 形のある

美しいノルマン風の入口がある(図6)。

セン ト・ジェイムズ聖堂は,そ の現在の建物

は大部分16世 紀以降のものだが,エ イヴベ リの

環状列石ほ どではないにせよ,さ らに古い歴史

を有 している。現在の建物の内外に,15世 紀お

よび13世紀後半に建設された部分,そ してノル

図4ウ ィ リアム ・ステユー ク リー に よるエイ ヴベ リの

鳥 瞰図,1724年

左 端部 にセ ン ト ・ジ ェイム ズ聖堂 が見 える

図5セ ン ト・ジ ェイムズ聖 堂,エ イ ヴベ り

現在 の建 物の主要 部 は16世 紀 以降 の もの

マ ン様式,さ らにさかのぼってサクソン様式 の壁や窓の部分あるいは基礎などが発見されてい

る。 したが って,現 在ではその同じ敷地 に少なくとも5つ の新旧の聖堂の存在一あるいは過去

に存在 した こと一が確認されているのである。 この聖堂は古い時代の構造物の上に新 しい建物

を重ね,古 い壁 に窓を開け,あ るいはその窓 を塞 ぐ,と いった増改築を繰 り返 しているために

その内部の数箇所には奇妙なディテールが見 られる。例 えば,サ クソン風の窓の下端部 にノル

マン風の別の窓枠が食い込み,そ の新しい窓枠自体 も多分 ゴシック期あるいはそれ以降の造作

によって断片化されている部分な どがある(図7)。 モ リスは鍵がな くて聖堂内部 に入ること

ができなかったにもかかわ らず,内 陣が新 しいものであることを見逃 さず,床 のモザイクも窓

越 しに観察していた。後にいわば工芸百般 に通 じることになる人物にふさわ しい若 き日の文面

である。

おそらくモリスは既にその外側か ら,そ の聖堂が歴史のパ ッチワークであることを,多 分エ

イヴベリという空間的にも時問的により大 きな文脈のなかで,洞 察していた。それは必ずしも

正鵠 を射てはいないので,む しろ,ひ とつの歴史的な物語 を見ていたと言 うべきか もしれない。

先史ブリテンの民が建設 した環状列石とブリテン島に侵入した古代ローマ人がその周囲に掘っ
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図6セ ン ト・ジ ェイムズ聖 堂

ノル マ ン様 式の 入 口が新 しいポー チの奧 に見 える

図7セ ン ト・ジ ェイムズ聖堂

各時 代の断 片が コラー ジュ状 に残 る

た一 とモ リスが考 えた一塹壕。モリスがその系譜上 にいるケル ト系ブリトン人 を辺境へ と追い

払ったア ングロ=サ クソン人がその西端に建設 した聖堂に加 えられた11世 紀の侵入征服者 ノル

マン人による大規模な改修。さらにその上に重ね られるゴシックの諸形態,な どの造形の歴史

の積み重ねである。文面から判断するならば,モ リスは単一の歴史的事実や事物よりも,歴 史

の連続性,そ してそれ以上 にその重層性に興味を示 している。それはその後,個 人的な興味を

超えて,無 思慮で強引な単一様式への 「修復」に対する,あ るがままの古建築物の保護 という

公共的な運動へ と発展 して行 くものでもあったゆ。

ウォーター ・メ ドウとケネッ ト川

モリスが姉エマへ送 った手紙に記 された場所のなかで,唯 一 「ウォーター ・メ ドウ」だけは

まだ特定で きていない。 しかし,モ リスの記述 とエイヴベ リ周辺の地形から,ほ ぼこの辺 りの

ことであろうと推定することはできる。それはエイヴベ リの西を流れ,シ ルベ リ・ヒルの東で

南からの流れ と合流 して東へ向きを変 えるケネット川の,エ イヴベ リとシルベ リ・ヒル とのあ

いだの流域部分である(図8)。 「ウォーター ・メ ドウ」 とは一般的には河川の氾濫によって土
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図8ケ ネ ッh川 流域

地平 線上 に シルペ リ ・ヒルが小 さ く見 える

地が肥沃に保たれている牧草地 を意味 し,お そ

らく太古の流域住民が自然に身に付けた農耕牧

畜法の一部であった。

ケネ ット川はその後モールバラ,ハ ンガーフ

ォー ド,ニ ューベ リを通って東へ東へ と流れ,

レディング付近でテムズ川に合流する。モ リス

がデザイ ンし1883年 に登録 された綿 プ リン ト

《ケネット》 は,こ の若 きモ リスが愛 した先史

ブリテンの土地エイヴベリを,そ してモ リスが

学んだモールバラを通 ってテムズへ と注 ぐケネ

ット川の名に因んだものであろう(図9,10)。

モリスは1883年 にサウス ・ケンジン トン博物館

が購入 した17世 紀イタリアのカット・ヴェルヴ

ェットを参考に,植 物の蔦や茎がS字 型 に連続

して波打つパターンのデザインを綿プリン トと

壁紙用に多数デザインした。そして,そ の流れ

るようなイメージに合わせたのであろうか,そ れ ら一連の作品にイングランド南部を流れる主

な河川一その多 くはテムズの支流一の名 を冠 した。《ケネット》は単 にそのひとつであ り,作

品が先か命名が先かを判断することも困難である。だが,そ のインディゴ抜染 されたいささか

古代風の下地の上 を流れるように這 う細いS字 曲線 と丸い花房に,ケ ネット川 とエイヴベ リや

シルベ リ ・ヒルなどの先史遺跡が散在す るその流域のイメージを重ねることはできるだろう。

モ リスにとってのモールバラ

従来,モ リスに とってのモールバラの意味は,既 に述べたような理由か ら,真 剣 に問われる

ことはほとんどなかった。だが,モ リスは1848年2月 から1851年12月 までの4年 近 くをモール

バラで過ごしたのであり,そ れはオ ックスフォー ドでの在学期間よりも長い。モールバラはモ

リスの歴史 と自然への興味 を育み,そ れはラスキンか らの影響に先立つ。 また,シ ルベ リ・ヒ

ルやエイヴベ リな どの先史遺跡群はモールバラと深い関わ りを有 しており,モ リスがそれらの

遺跡 に頻繁に足を運んだのは単なる偶然ではない。

モールバラ校の敷地内にはモールバラ ・マウンド(あ るいはマウン ト)と 呼 ばれるやはり先

史時代の人工の丘があ り,シ ルベ リ・ヒル同様ケネッ ト川流域 に位置する相互 に関係のある遺

跡だと考えられている。エイヴベ リ遺跡群の初期の研究者のひとりであるウィリアム ・ステユ
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図9《 ケネ ッ ト》の 下絵1883年 図10綿 プ リン ト 《ケ ネ ッ ト》1883年

一クリーはそのモールバラ ・マウンドを鳥瞰図に描いているが ,そ れは19世 紀にモールバラ ・

カレッジの敷地 となるハー トフォー ド卿邸の記録であった(図11)。 モールバラ ・マウン ドは

19世紀初頭に樹木 に覆われ始め(図12),現 在ではかってそれが人工の丘であったことは外観

からはまった く判定できない状態 にある。だが,モ リスがモールバ ラ校の図書館でエイヴベ リ

についてのステユークリーの著書 に親 しんでいた ことも,両 遺跡の関係 に気付いていたであろ

うこともほぼ確かである。モールバラはそれ自体,ウ ィル トシャーの遺跡群の一部であり,モ

リスにとって格好の歴史 と自然への小さな旅の出発地であ り帰還地であった。ウィル トシャー

の自然 とエイヴベ リを中心 としたその遺跡群 はモ リスの歴史観 と自然観の形成に重要な役割 を

果たし,設 立後 まもない小さなモールバラ校 自体がそれを,本 論で示 したような意味で,内 包

していたのである。
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図rIウ ィ リア ム ・ステ ユー ク リーに よるモー ルバ ラのハ ー トフ ォー ド邸の スケ ッチ,1723年

現在 のモー ルバ ラ ・カ レッジの敷地 で,右 端部 にモ ールバ ラ ・マ ウン ドが描 かれて いる

図12モ ールバ ラ ・マ ウン ド,i810年

R・C・ ホ ア 『北 ウ ィル トシ ャーの古 代史」 よ り
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